
広報 へ き

日置ニット株式会社

女子社員募集

内部の改造をまつ旧葉たばこ取扱所

役
場
前
の
旧
専
売
公
社
跡
地
に
進

出
が
決
っ
て
い
た
「
日
置
ニ
ッ
ト
株

式
会
社
」
が
い
よ
い
よ
、
九
月
中
旬

に
操
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
日
置
一つ
卜
㈱
で
は
女
子

社
員
が
募
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

勤
務
内
容
に
つ
い
て
は
募
集
案
内
を

参
照
し
て
下
さ
い
。

日
置
ニ
ッ
ト
㈱
は
資
本
金
一
千
万

円
で
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ

ア
ー
等
を
生
産
す
る
会
社
で
す
。

日
置
町
で
は
町
の
活
性
化
の
た
め
、

日
置
町
に
適
し
た
企
業
の
誘
致
を
積

極
的
に
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

募

集

案

内

軅
集
人
員

七
十
名

年
齡
十
八
歳
～
四
十
五
歳

(
経
験
者
は
年
齢
を
問
わ
な
い
)

給

与

社
内
規
定
に
よ
り
優
遇

昇
給
(
年
一
回
)
賞
与
(
年
二
回
)

勤
務
時
間

午
前
八
時
二
十
分
よ
り

午
後
五
時

福
利
厚
生

各
社
会
保
険
、
作
業
服

貸
与

休

日

日
曜
、
祭
日

通

勤

費

通
勤
規
定
に
よ
る

募
集
期
間

七
月
末
日
ま
で

応
募
方
法

役
場
総
務
課
財
政
係
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

(
二
一
一
一
）

心

豊

か

で

た

く

ま

し

い

日

置

つ

子

の

育

成

を

め

ざ

す

「
勤

労

生

産

学

習

」

日
置
小
学
校
が
、
昭
和
6
1
・
6
2年

度
の
二
年
間
、
文
部
省
の
「
勤
労
生

産
学
習
」
研
究
推
進
校
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
農
作
物
の
栽
培
を

通
し
て
人
間
性
豊
か
な
児
童
の
育
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
置
小
学
校
で
は
、
中

村
部
落
の
広
中
さ
ん
の
は
場
(
三
三

ア
ー
ル
=
規
模
は
全
国
コ

を
借

り
て
、
農
作
物
の
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。作
物
は
水
稲
(
全
員
)
、

ス
イ
カ
(
五
、
六
年
)
、
カ
ボ
チ
ャ

三
一
、
四
年
)
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

(
全
員
)
、
サ
ッ
マ
イ
モ
(
全
員
)
、

小
豆
(
三
、
四
年
)
、
大
豆
（
一
、

二
年
)
で
す
。ま
た
校
庭
の
角
に
气

二
年
生
が
落
下
生
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
P
T
A

に
お
い
て
も
勤
労
生
産

委
員
会
(
狩
宿
の
上
山
誠
真
さ
ん
を

中
心
)
を
作
り
、
学
校
を
援
助
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
勤
労
生
産
学

習
に
よ
り
、
作
物
の
生
産
を
通
じ
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か
ら
、
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
、
勤
労

の
喜
び
や
自
然
の
恵
み
を
体
得
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

水 稲

大 豆 小 豆 サツマイモ スイートコーン カボチャ スイカ

毎月8の日は「米の日」です
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